
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

猛暑の毎日が続いています。今年は入梅が例年より遅く、夏休みに入ってからの梅雨明けと

なりました。かつては、田植え時期にシトシトと長雨が続く梅雨、これこそがモンスーンアジ

ア北限に位置する日本の雨季だったのですが、近年では亜熱帯的な豪雨が梅雨のイメージとし

て定着しつつあるように思います。 

昨今の梅雨は、米づくりを梅雨の慈雨に頼っていた時代なら、さぞかし大きな憂いになって

いたにちがいありません。そのような例年とは違う天候の下で実施した発掘調査の成果や様々

な催し物をお伝えしていきます。 

乙 貞 
第 2 2 ４ 号  通 巻 3 ９ 巻 第 ３ 号 
令 和 元 （ 2 0 1 ９ ） 年 ８ 月 1 日 発 行 

守 山 市 立 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー 
TEL/FAX ０７７－５８５－４３９７ 

〒５２４－０２１２ 
守 山 市 服 部 町 2 2 5 0 番 地 

お   と    さ   だ 

１ 

発 掘 調 査 だ よ り 
 

１ 

吉身海道遺跡５次調査 

 ５月の連休明けから開始した吉身海道遺跡5次調査は７月末で終了しました。約900㎡の調

査対象地を５調査区に分けて実施した結果、図のとおり、掘立柱建物跡(SB-1)、柵列（SA-1）、 

吉身海道遺跡第５次調査検出遺構平面図 

井戸跡(SE-1）、土坑(SK-1)、溝(SD-1～3)とピット多

数を検出しました。なお、調査区２と調査区３では、上

下層の２層で遺構が検出されました。 

掘立柱建物(SB-1)は調査区２で検出したもので、２間

×２間の規模、約23㎡の面積を測ります。柱穴は整然

とはしていませんが、建物主軸は北に約43.5゜東に偏る

方位となります。 

井戸SE-1は、１辺約4.2ｍの丸みを帯びた方形の掘方

で、２ｍ程の深さから0.5ｍの幅で打ち込まれた縦板と

横桟が見つかりました。 

土坑のうち、調査区２で検出したSK-1は、長径約1.4

ｍ×短径１ｍの大きさで、中から数枚の土師器と、その

上に白磁碗
はくじわん

を置いたような状態で出土したことから、土

坑墓
こ う ぼ

の可能性が考えられます。 
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下長遺跡 27 次調査検出遺構平面図 

０             ５ｍ 

下長遺跡第27次調査 

古高町字押事において、宅地造成に伴う調査を６月19日から7月10日の期間で実施しました。 

調査地は、開発地のうち道路建設地で約15０㎡の面積となります。 

調査の結果、掘立柱建物1棟（SB１）と溝３条（SD1～３）、多数のピットを検出しました。 

まず、SD1は調査地東南半で約３ｍほどの長さを検出した溝で、弥生時代後期の受口状口縁
うけぐちじょうこうえん

甕
がめ

が出土しています。調査地中央では、幅0.5～1.8m、深さ50㎝を測る溝SD3を検出しました。

本調査地北側の試掘坑で確認された溝の両端が当地に向かって屈曲していため、方形周溝墓
ほうけいしゅうこうぼ

とし

て考えられています。そのことから、SD3はその方形周溝墓の西辺周溝の可能性があります。こ

こからは弥生時代終末期の壺体部が出土しています。 

                 

 

調査区1～２にかけて検出したSD-1は、前号で報告した４次調査から続く溝で、隣接する現

在の水路と並行し、水路側に向かって深くなることから、この水路の旧川筋と考えられます。 

今回、各遺構から土師器、黒色土器などの遺物が出土しており、おおよそ鎌倉時代の時期と考

えられます。平成３年と９年に実施した隣接地での調査でも、屋敷跡や区画溝、井戸跡など、鎌

倉時代の遺構が高い密度で検出されていることから、同一集落になるものと思われます。（畑本） 

左上：調査区１全景  

左下：SK-1土器出土状況 

中上：井戸SE-1 中下：掘立柱建物

SB-1  右：柵列SA-1 

 

SD3 



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

吉身海道遺跡調査地 

下長遺跡調査地 

発掘調査位置図 

▲ 調査区全景写真（南東から） 

▲ 調査区全景写真 掘立柱建物（北西から） 

そして、調査地北西半では、南北方向に

横断する溝SD2と掘立柱建物SB1を検出

しました。SD2は幅30～70㎝、深さ15

㎝を測り、ここからは土師器片が出土して

います。SB1はこのSD２を切りこんで検

出されました。３間×２間以上の規模の総

柱建物で、調査地北東側に広がっていま

す。建物は北方向から約35°東に偏る主

軸方位で、条里地割
じょうりじわり

に沿うものと考えられ

ます。この建物柱穴からは羽釜
は が ま

が出土して

いて、鎌倉時代の時期が考えられます。 

以上のことから、検出した遺構は、概ね

弥生時代後期から終末と鎌倉時代中期の2

時期が考えられます。下長遺跡の縁辺地に

位置する今回の調査地では、弥生時代には

墓域、中世になると集落が営まれたという

変遷を知ることができました。  （堀田） 

 

                 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス  

【後記】紙面冒頭に関連しますが、青々と生育した水田の稲は、来月には収穫の時期を迎えます。先

ごろ明けた梅雨がなければ、日本の稲作は成立しなかったでしょう。稲が取り込む水の量は1反（10

ａ）当り400トンにもなりますが、更に多くの水を必要としています。水の出し入れによって田んぼ

の水温を調節したり、分げつ（株分かれ）を促したり、田んぼの土がひび割れするくらい水を抜く「中

干し」を行なったりと、用水によって稲の生育を巧みにコントロールするのが日本の稲作の特徴です。 

梅雨による潤沢な用水がなければ、このような高度な栽培技術は成り立たないわけです。日本の美

称「瑞穂国」の成り立ちは鬱陶しく思われている梅雨のおかげと言えなくもないですね。（馬耳東風） 

野洲川放水路通水40周年記念企画 

「

」を終了しました！  

６月１日（土）より開催しておりました「野洲川流域の歴史と文化 

のひとこま -服部遺跡の調査-」は、7月28日（日）に終了しました。 

期間中、約635 名の皆さんが来館され 

ました。昭和の時代に繰り広げられた野洲川の改修工事を懐かしまれる 

方や、これまでの野洲川の歴史を新たな知見とされた方など様々でした 

が、一様に、放水路の建設が野洲川下流域の安心安全の契機になったこ 

と、野洲川が流域に暮らす人々に限りない恩恵をもたらしたことを再認

識されていました。（掲載写真は展示風景） 

 

歴史入門講座 「 」 第 1・２講 を開催しました！  やきものの魅力

11月を除く6月から12月までの期間で全6講を開催する歴史入門講座は、6月15日（土）に

第１講、7月20日（土）に第2講を開催しました。 

第1講は、『古代の施釉陶器-近江と東海、そして平安京-』をテーマに堀真人さん（公益財団

法人滋賀県文化財保護協会）、そして、第2講は、『鉛釉に包まれた器-緑釉陶器-』を伊藤航貴

さん（甲賀市教育委員会）に講演していただきました。 

ともに器が緑色の光沢を放つやきもの「緑釉陶器」を取 

り上げた内容でしたが、それぞれの視点からの講演を併せ 

て受講することによって、緑釉陶器を深く理解することが 

できました。 

こういった試みは、第3、4講でも、朝鮮半島から伝来 

した土器・須恵器 

をテーマに８月17 

日(土)『 やきもの一新 須恵器とは』を鈴木茂さん 

（野洲市教育委員会）に、９月21日(土)に『 須恵器 

の生産と流通-近年の調査成果から考える-』を辻川哲 

朗さん（公益財団法人 滋賀県文化財保護協会）に講 

演していただきます。ぜひ受講してください！ 

４ 


